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第 3章 基本目標・方針・施策等 

本計画は 4つの基本目標「1 文化芸術活動の推進及び支援」「2 松山特有の文化の振興」「3 文化

芸術をいかしたまちづくり」「4 文化芸術の教育・福祉・産業経済等への活用」で成り立っています。

それぞれの基本目標から方針を作り、そこから具体的な施策等を推進していくことを目指していま

す。 

 

◆基本目標 1 文化芸術活動の推進及び支援 

＜方向性＞ 

 「市民全員が“まつやま文化人”～誰もが参加できる社会づくり」の実現には文化芸術に誰もが関

わり、触れることのできる環境づくりのために、市内文化施設の充実や活動する人・鑑賞する人への

支援、文化芸術の振興や普及に貢献する人の存在などが必要です。新型コロナウイルス感染症の影

響などで明らかになった社会課題やコミュニケーション機会の減少等を踏まえ、文化芸術活動をす

る人、支える人をつなぎ、更に文化芸術活動を推進していきます。 

 

 

■方針 1 文化芸術活動への支援  

支援には直接的なものと間接的なものがあります。直接的な支援には、本市だけでなく、（公財）

松山市文化・スポーツ振興財団、松山市文化協会、松山市文化創造支援協議会などの文化芸術振興を

目的とした公共的な団体等が、市民に対する文化活動機会を提供したり企画を協働することなどが

挙げられます。また、民間の文化団体や個人が、国や民間などの補助金等を申請する際のアドバイス

や日常的な相談への対応なども必要です。このように文化芸術活動の当事者が様々な形で関わり、

関係性を作っていくプラットフォームのような支援機能が必要です。間接的な支援には、市民全て

が文化芸術に関する情報を得るに当たって格差を作らないようにするための様々なメディアを使っ

た情報発信などが挙げられます。こうした支援策を推進するために、官民双方が日常的にコミュニ

ケーションを図り、課題を共有しながら連携していきます。 

 

施策 1：文化芸術の情報発信 

① 本市や（公財）松山市文化・スポーツ振興財団などのウェブサイトや SNSなどを活用し、広く市

民に市内で鑑賞・体験できる文化芸術イベント等の情報を提供し、文化芸術活動への参加を促し

ます。 

② 本市や文化団体の取組、文化的人材・団体の情報などの文化芸術に関する情報を収集し、広報紙

やホームページ・SNSなどで提供して文化芸術への機運を盛り上げます。 

③ 坂の上の雲ミュージアムや子規記念博物館の研究内容などが掲載された情報誌を発行します。 
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施策 2：文化芸術活動の中間支援 

① 相談窓口を設置するなどして文化芸術に関する様々な相談に対応する体制を構築します。 

② 文化庁・民間企業などの補助金、支援制度についての情報提供やアドバイスを行います。 

③ 市民が新たな文化芸術活動を立ち上げたり、新しい取組をしていくために、専門家を介した企画

制作支援を行います。 

④ ワークショップやシンポジウム等を通じて文化芸術活動に関わる個人・団体同士をつなぎ、情報

や課題を共有して相互に連携していく機会を提供します。 

⑤ 市内文化団体の相互連携や育成を図るために松山市文化協会等への支援を行います。 

⑥ 新たな感染症影響下での文化芸術活動の促進のために、公演・ワークショップ等の動画配信、オ

ンラインでの表現活動等への支援を行います。 

 

 

■方針 2 人材・担い手の育成 

文化芸術振興での人材・担い手の中には専門性の高い人もいますが、市民誰もが担い手になる可

能性があります。担い手それぞれの役割は違いますが、接する機会、参加する機会などが多くあれば

文化芸術振興での担い手は育まれていきます。一方で、そのような担い手の役割に応じた講座やワ

ークショップなどが多く実施されていく状況を作っていくためには、文化芸術と社会をつなげるこ

とのできる専門性の高い人材が必要です。市民向けの入門的なアートマネジメント講座によって担

い手を育むとともに、（公財）松山市文化・スポーツ振興財団などの公共的な団体では、文化活動に

精通した専門性の高い担い手・人材を登用していくことを目指します。 

 

施策 1：文化芸術を支える人材の育成・活用 

① アートマネジメントや地域の文化に関する講座などの文化芸術と社会をつなぐ事例や方法を学

ぶ機会を提供し、参加、企画、運営、表現、支援などに関わる人材を育成するとともに、活躍す

る場の創出に取り組みます。 

② 地域で活動する表現者や研究者などの専門家と協力してアートマネジメントの考え方を地域に

広めるよう取り組みます。 

③ 鑑賞者・表現者・ボランティアなどの市民が様々な立場で文化芸術活動に関わることができるよ

うに、文化芸術に関わる個人や団体などのネットワークを構築し、ホームページや SNSなどの情

報発信に取り組みます。 

 

施策 2：専門的人材の育成・活用 

① 本市や（公財）松山市文化・スポーツ振興財団等で、人や文化団体などをつなぐコーディネート

や文化事業の企画・実施のほか、資金獲得などの文化関連の相談や適切な助言などを行うことの

できる文化活動に精通した職員や専門員の育成・確保に向けて取り組みます。 

② 学識経験者や NPOなどの専門的な人材を活用することで、文化芸術活動の支援につなげます。 
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■方針 3 文化施設3の整備・運営 

本市が設置する文化施設では、多くの市民の鑑賞機会の提供と、文化芸術活動の創造や発表の機

会として活用してもらうための適正な運営と維持管理を行います。施設管理や技術的な専門的人材

だけではなく、市民が自由で創造的な文化活動をしていくためには、利用者の立場になって市民の

文化活動をサポートできる人材が求められます。本市は、本計画の方針を文化施設の指定管理者と

共有することに努めていきます。 

 

施策 1：文化施設の管理・運営 

① 文化芸術活動の創造や発表機会、作品展示の会場などに活用してもらうために、専門的人材を活

用しながら松山市民会館などの文化施設の適正な維持管理や運営を行います。 

② 市民が気軽に文化芸術活動に触れ、日常的に訪れることができる文化施設を目指して、指定管理

者と連携して環境整備を行います。 

 

施策 2：文化芸術の鑑賞・参加機会の提供 

① 官民の主催にかかわらず、誰もが参加できる多様な文化的催事が市民に提供されるように鑑賞環

境の充実を図ります。 

② インターネット配信サービスを活用したオンライン「句会ライブ」を実施するなど、様々な場所

から参加や鑑賞ができる講座やイベントなどを推進していきます。 

③ 松山市民文化祭などの文化芸術の企画や作品、活動を発表する機会を提供するなどして市民の文

化芸術活動への取組を支援します。 

  

 

3 文化施設の範囲については第 4 章「５ 松山市が設置する文化施設」を参照 

松山市民会館 
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◆基本目標 2 松山特有の文化の振興 

＜方向性＞ 

本市は、夏目漱石の『坊っちやん』の舞台であるとともに、司馬遼太郎の小説『坂の上の雲』の主

人公の出身地でもあり、俳句や文学など「ことばのちから」によるまちづくりの取組や文化資源が評

価されて文化庁長官表彰を受賞するなど、俳句やことばのまちとしての個性が全国的に認められて

います。本市が持つこれらの独自の文化を活用した文化振興に取り組んでいきます。 

 

 

■方針 1 ことば文化の振興 

義務教育課程から俳句の学習環境を整えて各種俳句大会で発表できる機会を提供しています。な

かでも俳句甲子園（全国高等学校俳句選手権大会）は、まちづくりの一環としても欠かせない取組と

なっています。全国的に評価の高い俳句や文学などの「ことばのちから」によるまちづくりの取組を

更に推進していきます。加えて、ことばを介した様々な芸能や演劇など、ことば文化の更なる振興に

努めます。 

 

施策 1：俳句やことば文化の学習・活用 

① 俳句やことば文化などの松山特有の文化について、俳句教室やワークショップを開催して学ぶ機

会を提供します。 

② 博物館での展示などを通して、正岡子規の世界観などの松山ゆかりの文化の研究成果を伝えてい

きます。 

③ 「俳句ポスト 365」の運営などを通して、松山特有の俳句やことば文化を体感できるまちづくり

を行います。  

④ 「群読コンクール」の開催などを通して、俳句やことば事業から生まれた個性的な文化を官民一

体となって磨いていきます。 

 

施策 2：俳都松山などの発信 

① 「俳句甲子園」などにより、俳都松山を官民一体で全国に PR するとともに、本市のことば文化

を全国に普及させます。 

② 「街はことばのミュージアム」の取組などを通して、ことば文化をいかしたまちづくりを効果的

に発信します。 

③ 俳句のユネスコ無形文化遺産登録を目指すとともに、松山特有の文化芸術を世界に発信します。 

④ ことばを介した様々な芸能、演劇等の振興を図ることで多様なことば文化を発信します。 

 

  

 

俳句甲子園全国大会 

 

群読コンクール 
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■方針 2 地域文化資源の活用 

「ふるさと松山学」などの教材を使った学習機会の提供や博物館での展示、各種講座の実施によ

り、本市の文化芸術を知る機会を提供するとともに、郷土芸能や郷土料理（食文化）などの生活に根

ざした文化、市民に親しまれている祭事及び指定文化財などの保存並びに継承を支援し、本市固有

の文化芸術資産を博物館による収蔵やデジタルアーカイブなどを活用して本市内外に発信します。 

 

施策 1：松山の文化芸術を知る機会の提供 

① 「ふるさと松山学」などの小中学生向け教材の活用をはじめ、博物館での展示や各種講座により、

松山の文化芸術について知る機会を提供します。 

 

施策 2：松山固有の文化の記録・保存・発信 

① 松山ゆかりの貴重な文化芸術資産を子規記念博物館や坂の上の雲ミュージアムなどで収集、記録、

保存、公開するとともに、郷土誌などの文献を保存・保管する団体を支援します。 

② 博物館でのデジタルアーカイブの活用などの文化芸術資産のデジタル化を推進します。 

③ 郷土芸能や郷土料理などの生活に根ざした文化、市民に親しまれている祭事及び指定文化財など

の保存並びに継承を支援することで本市固有の文化芸術資産を本市内外に発信します。 

  

松山市立子規記念博物館 

坂の上の雲ミュージアム 
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◆基本目標 3 文化芸術をいかしたまちづくり 

＜方向性＞ 

 本市が実施した市民アンケートでは子どもの居場所づくりを求める意見が多くありました。この

意見は、子どもたちが置かれた状況と、保護者や地域住民が地域社会に人と人のつながりを求めて

いる傾向を表しています。社会の様々な課題を乗り越え、持続可能な社会を実現していくためには、

全ての人たちが安心して生活できる環境が必要です。地域コミュニティでの課題や住民同士の相互

理解・対話を図るために文化芸術の持つ発想や方法をいかした取組を推進していきます。 

 

 

■方針 1 誰もが参加できる社会の構築 

文化芸術は多様な価値観を知る機会を提供し、他者に対する理解を深めるきっかけを作ってくれ

ます。年齢、障がいの有無など様々な属性の市民が共に暮らす社会にとって文化芸術は欠かせない

要素です。そして、生活環境や経済的事情などによって文化芸術を鑑賞できなかったり、活動に参加

できなかったりする人たちにとっても文化芸術が身近なものになり、市民が主体となって活動を行

うことができる取組を推進していきます。 

 

施策 1：身近な文化芸術活動の促進 

① 年齢、障がいの有無、経済的状況、家庭環境等にかかわらず誰もが文化芸術に触れることができ

るように、情報提供の仕方や内容、物心両面のバリアフリー対策などに配慮した文化芸術活動の

促進に官民ともに取り組みます。 

② 文化芸術活動を促進して「表現する機会」と「観る機会」を増やすことで、市民が気軽に文化芸

術活動に触れられる機会を作ります。 

 

施策 2：文化芸術による国際交流の促進 

① 台北市との俳句交流や俳句ポストを活用したイベント、地球人まつりなどの文化芸術をツール

とした国際交流の機会を提供することで、異文化理解を促進します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台湾大学に設置の「俳都松山俳句ポスト」 

 

台北市×松山市 大学生オンライン俳句教室 
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■方針 2 地域コミュニティ形成への活用 

他者を理解するツールとして文化芸術を用いて、地域コミュニティの中で住民同士の関係づくり

や協働を図っていきます。誰もが居心地よく過ごせる地域住民の交流拠点づくりや、市民同士の相

互理解・対話を図る機会の創出、地域の新たな魅力の発信、地域社会の課題と向き合うワークショッ

プなどの文化芸術のユニークな発想をいかした取組を推進していきます。 

 

施策 1：まちづくりの推進 

① 地域の文化芸術の力でまちづくりを行うに当たり、松山アーバンデザインセンターなどと連携し

て良好な景観や街並みを創出します。 

② 本市と松山アーバンデザインセンターが連携して地域の文化資源に着目した取組を推進します。 

 

施策 2：地域コミュニティとの協働 

① 専門家・アーティストとまちづくり協議会などの地域の住民が協力し、誰もが居心地よく過ごせ

るように文化芸術の発想をいかした地域住民の交流拠点づくりに取り組みます。 

② 市民参加型のワークショップなどを通じて、市民同士の相互理解・対話を図る機会づくりに取り

組みます。 

③ アーティストと市民が協働して地域特有の文化資源等をいかした作品制作等を行うことで、地域

の新たな魅力の発信に取り組みます。 

  

 

市民参加型ワークショップ 

 

地域の文化資源に着目した取組 
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◆基本目標 4 文化芸術の教育・福祉・産業経済等への活用 

＜方向性＞ 

 近年、公立文化施設や行政によって福祉や教育の現場にアーティストが派遣される事例は多く、

これまでにない発想や方法によって現場の課題に臨み、成果を上げています。全国の先進的な動向

などを参考にしながら、地域の実情に即した子どもや高齢者、障がい者に向き合う取組を行ってい

きます。また、交流・関係人口の創出による産業経済の活性化を目的とした文化芸術の活用を更に推

進していきます。 

 

 

■方針 1 教育・福祉への文化芸術の推進 

学校教育との連携や教育現場へのアウトリーチ事業の拡充、参加体験型のワークショップ等の実

施により、子どもたちが質の高い文化芸術を鑑賞し、多様な文化芸術活動を体験する機会を提供し

ていきます。また、福祉分野への活用として、高齢者が健康で生きがいを持った生活を送ることがで

きるように、高齢者施設、社会福祉施設等での公演やワークショップなどをアーティストと協働し

て実施し、文化芸術による相互の交流を図ります。また、障がいのある人たちの表現の可能性を広げ

ていくための機会の提供やアーティストと障がい者が協働するプロジェクトなどを推進していきま

す。 

 

施策 1：子どもの文化芸術体験の促進 

① 小中学生をはじめとした子どもたちが多様な価値観や表現に触れることができるように、公演等

の実施やワークショップ等の参加型の文化芸術事業により、質の高い文化芸術の鑑賞や多様な文

化芸術活動の体験の機会を提供します。 

 

施策 2：高齢者の文化芸術機会の充実・交流促進 

① 健康で生きがいを持った生活が送れるように、囲碁・将棋大会やコーラス活動などの文化芸術活

動による相互の交流を図ります。 

② 高齢者施設、社会福祉施設、医療福祉施設等にアーティストが直接出向いて文化芸術公演やワー

クショップ等を実施する取組を支援します。 

③ 関係団体と連携して、福祉施設等と文化芸術活動を発表したい人や団体をつなぎ、コーディネー

トする仕組みづくりに努めます。 

 

施策 3：障がい者の文化芸術活動の推進 

① 様々なアート（美術、音楽、演劇、ダンス、書道、俳句など）やそれらを掛け合わせた表現活動

をする機会の提供や文化講座の開催などを通して、障がい者による文化芸術活動への支援に努め

ます。 

② アーティストと協働して、障がい者による表現や日常生活での文化的な営みに寄り添いながら支

援します。 
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■方針 2 交流・関係人口の創出による産業経済の活性化 

 令和 2 年に「文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律（令和 2

年法律第 18 号）」が施行されて文化観光の機運が高まっています。本市ならではの文化資源を活用

した観光地での文化体験の提供などによる体験型の観光誘客を進め、産業経済の活性化を図ります。

さらに、アーティストやクリエイターなどの創造的な人材が地域に滞在することによってクリエイ

ティブな産業等の起業を促すなど、文化芸術を通した地域との継続的なつながりの創出にも取り組

むことで地域活性化と交流・関係人口の創出を図ります。 

 

施策 1：産業分野での連携の推進 

① 道後地区でのアートプロジェクトをはじめ、松山市の文化芸術の土壌を活用した様々なイベント

などを開催することで観光誘客、新たなビジネスの創出、都市ブランド力の向上を図ります。 

② 文化芸術と親和性の高い創造的な産業と人材を結び付け、官学が連携して産業経済分野への活用

を進めることで新たな創造都市を推進します。 

 

施策 2：地域と創造的人材の創出促進 

① アーティストやクリエイターなどの文化芸術関係者が地域に滞在して制作活動などを行い、地域

と交流を持つことによって、地域との連携協働の機会や創造的人材の創出に取り組みます。 

② 文化芸術のイベント・ワークショップ等の継続的な実施や、松山発の文化芸術の発信にオンライ

ン等を活用しながら取り組むことで、地域の魅力を本市内外に広め、関係人口の創出を推進しま

す。 

 

施策 3：旅行者ニーズを捉えた文化観光の推進 

① 小説『坂の上の雲』ゆかりの地域資源や文化財等を回遊する各種イベントを実施して、地域の文

化資源を体感できるような回遊型のまちづくりを行います。 

② 文化に触れる体験メニューを盛り込んだ修学旅行誘致や、国内外の観光客向け文化体験の提供な

どを通じて、旅行形態の多様化に伴う文化体験などの「コト消費」への対応に取り組みます。 

③ 市内にある古建築や歴史的建造物などの文化的に優れた建造物・空間等の再発見や、文化芸術

イベントへの活用を通して地域振興に取り組みます。  

道後温泉本館（工事前） 松山城 


